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高配向熱分解グラファイト（HOPG）に対して、中性子照射、衝撃圧縮、急冷の重畳するプロ

セスを通して HOPGが透明のアモルファスダイヤモンド[1]に変換し、また、中性子照射、高圧

高温の重畳するプロセスを通して HOPGがナノ多結晶ダイヤモンド[2]や圧縮グラファイト[3]に

変換することが見出されたことで、中性子照射 HOPGは新しい炭素相を生み出す有用な材料と

して注目されている。このような背景を踏まえて、中性子照射 HOPGを出発材料とする高圧高

温処理による相転移カイネティクスに関する研究を進めている。 

本研究では、高輝度光科学研究センターのビームライン BL04B1にある川井式高圧装置を利用

して、中性子照射 HOPGおよび未照射 HOPGに高圧高温処理を施しながら、その場 X線回折

（XRD）を実施した。また、処理後の回収試料に対して XRD、ラマン分光などを利用して、そ

の構造を調べた。 

図 1に高圧下（15GPa）において中性子

照射 HOPGに熱処理を加えた際のその場

XRDスペクトルを示す。中性子照射

HOPGの c軸方向の格子間隔（G(002)の

ピーク位置）は温度上昇にともない拡が

るが、400℃から 698℃にかけて G(002)の

ピーク位置が格子間隔の狭い方向にシフ

トする。さらに温度を上げると格子間隔

が拡がることがわかった。また、この格

子間隔の減少は未照射 HOPGでは確認さ

れなかった。中性子照射 HOPGの詳細な

構造変化については本会議で議論する予

定である。 
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Fig.1. XRD spectra of neutron-irradiated HOPG under 

15GPa and high temperature up to 1000℃. 
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